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去
る
十

一
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
会
館
に
於
い
て
、

全
国
の
青
色
中
告
会

の
代
表
者
多
数
参
加
の
下
、
総

合
研
究
集
会
並
び
に
税
制
改
正
要
望
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
合
研
究
集
会
で
は
、

「会
勢
拡
大

へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」

（公
益
）
市
川
青
色
申
告
会
と
大
村
青
色

申
告
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
税
務
環
境

の
中
、
独
自
の
取

り
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
全
青
色
よ
り
会

勢
拡
大
に

つ
な
が
る
広
報
活
動
の
支
援
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
二
〇
二
四
に

つ
い

て
報
告
が
あ
り
続
い
て
、
税
制
改
正
要
望
集
会
で
は
、

令
和
六
年
度
税
制
改
正
要
望
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

決
議
さ
れ
た
。

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担
軽
減
措
置
の
恒
久
化
、

②
青
色
事
業
主
勤
労
所
得
控
除
の
早
期
実
現
、
③
事
業

的
規
模
に
至
ら
な
い
不
動
産
所
得
者

の
青
色
申
告
特

別
控
除
引
き
上
げ
、
④
個
人
事
業
主
に
係
る
純
損
失
の

繰
越
期
間
の
延
長
、
⑤
確
定
申
告
期
限
の
延
長
、
軽
減

税
率
制
度
の
見
直
し
、
⑥
個
人
事
業
主
の
事
業
承
継
税

制

の
円
滑
な
運
用
、
こ
れ
ら
の
六
項
目
が
読
み
上
げ

ら
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
国
会
議
員
の
先
生
方

に
陳
情
訪
問
し
説
明
致
し
ま
し
た
。
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確
定
申
告
は
事
前
準
備
し
、
お
早
め
に

三
本
柱
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
経
済
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
踏

ま
え
、
経
理

の
電
子
化
に
よ
る
生
産
性

の

向
上
と
記
帳
水
準

の
向
上
等
に

つ
な
が
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
税
務
環
境
の
変
化
の
中
、

会
員
の
皆
様
方
に
は
全
青
色
が
開
発
し
た

会
計

ソ
フ
ト

「ブ
ル
ー
リ
タ
ー

ン
Ａ
」
を

活
用
す
る
こ
と
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。

令
和
五
年
十
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
周
知
広

報

に
努
め
、
説
明
会

・
個
別
相
談
等
、
数

多
く
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
所
得
税

・
消
費
税

の
確
定
中

告
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
確
定

申
告
期
は
本
会

の
会
活
動

の
総
決
算
と
し

て
大
き
な
事
業

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
会

員
指
導
相
談
は
元
よ
り
、
会
員
拡
大
は
組

織

の
活
性
化
を
図
る
上
か
ら
も
、
青
色
申

告

コ
ー
ナ
ー
が
最
適
な
場
所
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
那
覇
税
務
署

・
北
那
覇
税
務
署

の
合
同
署
外
会
場

「浦
添
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

・
結
の
街
」

の
青
色
申
告

コ
ー
ナ
ー

に
於

い
て
、
新
た
に
仲
間
を
ふ
や
す
た
め

に
役
員
並
び
に
青
年
部

・
女
性
部

の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
く
存
じ
ま
す
。

令
和
五
年
分
確
定
中
告
は
例
年
通
り

一沖

縄
納
税
研
修
会
館
」
を
始
め
、
西
原
町

・
久

米
島
町
・座
間
味
村
・渡
嘉
敷
村
。南
大
東
村

・

北
大
東
村
の
七
つ
の
移
動
納
談
会
場
に
於
い

て
実
施
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
ｃ

確
定
申
告
相
談
は
、
感
染
防
止
対
策
を

鑑

み

「完
全
予
約
制
」
と
な

っ
て
お
り
ま

す

の
で
事
前
準
備
を
し
て
、
お
早
め
に
受

付
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様

の
相
談
事
務
に
万
全
を
期

し
て
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
ｃ

結
び
に
会
員

の
皆
様

の
ご
健
勝
と
事
業

の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

一般社団法人 北那覇青色申告会

会長 新 本 乗 義

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｃ

会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
六
年

の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
会
員

の
皆
様
を
始
め
役
職
員

皆
様
並
び

に
税
務
当
局

・
市
町
村
、
関
係

団
体
各
位

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

の
お

陰
様

で
本
会

の
事
業
活
動
も
円
滑
に
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
庁

は
令
和
五
年
六
月
、
税

務
行
政

の
デ
ジ
タ
ル

・
ト
ラ
ン
ス
フ
オ
ー

メ
ー

シ

ョ
ン

「税
務
行
政

の
将
来
像

二
〇

二
三
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
①
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
②
課
税
・徴
収
の
効
率
化

。

高
度
化
等
③
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
の
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デ

ジ

タ
ル
化

の
推
進

来
像

二
〇
二
三
―
」
を
公
表
し
、
従
前

の

税
務
手
続
き
や
相
談
等

の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る

「納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」
と

一課

税

・
徴
収
事

務

の
効
率

化

・
高
度

化
等
」

に

「事
業
者

の
デ

ジ
タ
ル
化
促
進
」
を
新

た
に
加
え
た
三
本
柱

で
の
税
務
行
政

の
Ｄ

Ｘ
の
推
進
を
宣
言
し
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
ｃ

日
ご

ろ
の
取
引
や
経
理
、
そ
れ
か
ら
税

務

の
申
告
や
納
付
に
至
る
ま
で

一
貫
し
て

デ
ジ
タ
ル
で
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
事
業
者
に
と

っ
て
は
単
純
な
誤
り

の

未
然
防
止
や
生
産
性

の
向
上
が
図
ら
れ
る
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令
和
六
年

の
新
春

を
迎
え
、
謹
ん
で
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
北
那
覇
青
色
申
告
会

の
会

員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か

ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
庁

に
お

い
て
は
、
昨
年
六

月
に

「税
務
行
政

の
デ

ジ
タ
ル

・
ト

ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ー
税
務
行
政

の
将
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ご
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ま
す
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と
と
も
に
、
税
務
行
政

の
効
率
化
に
も
繋

が
り
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
個
人
事
業
者

の
記
帳
水
準
向
上
策

の

一
環
と
し
て
、
引

き
続
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
記
帳

の
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ま

も
な
く
迎
え
る
令
和
五
年
分

の
確
定
申
告

期
に
お
い
て
も
引
き
続
き
自
宅
等
か
ら
の

ｅ
ｌ
Ｔ

ａ
ｘ
に
よ
る
所
得
税
や
消
費
税

の

申
告
及
び
振
替
納
税
や
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

な
ど

の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
納
付

の
ご
利
用

の
ほ
か
、
各
取
引
や
経
理
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
も
、
ご
協
力
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
十
月
よ
リ
イ
ン
ボ

イ

ス
制
度
が
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
イ
ン
ボ

イ

ス
の
登
録
申
請
は
任
意
で
す
が
、
税
務

署
で
は
、
申
請
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者

に
対
す

る
登
録
要
否
相
談
会

の
継
続
や
、

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
契
機
に
課
税
事
業
者

に
な

っ
た
事
業
者

の
方

々
が
適
切
に
消
費

税
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
事
業
者
に
寄
り
添

っ
た
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
と
の
信
頼
関
係

の

下
、
更
な
る
連
携

・
協

調
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す

の
で
、　
一
層

の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
貴
会

の
益

々
の
ご
発

展
と
会
員

の
皆
様

の
ご
健
勝
並
び
に
事
業

の
ご
繁
栄

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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暖
か
い
春
の
風
と
共
に
～

「開
花
」
の
一
年
へ
！

法

へ
の
対
応
を
含
め
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
化

は
今
後
の
企
業
経
営
に
大
き
く
影
響
す
る

要
素
と
し
て
更
な
る
進
化
を
遂
げ
て
い
く

予
定
で
す
‥
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

企
業
経
営
の
変
革
は
、
も
は
や
経
営
者
に

と

っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
喫
緊
の
テ
ー

マ
と
な
り
ま
し
た
。

税
理
士
は
税
務
に
関
す
る
専
門
家
と
し

て
申
告
納
税
制
度
の
理
念
に
沿

っ
て
納
税

義
務
の
適
正
な
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

い
か
な
る
環
境
の
変
化
に
も
対
応
し
得
る

中
小
零
細
企
業
経
営
の
支
援
を
行
う
こ
と

を
使
命
と
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
沖
縄
税

理
士
会
北
那
覇
支
部
は
本
年
も
、
北
那
覇

青
色
申
告
会
の
各
種
事
業
活
動
に
協
力
し
、

貴
会
及
び
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
に
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
令
和
六
年
が

一
般
社

団
法
人
北
那
覇
青
色
申
告
会
及
び
会
員
の

皆
様
に
と

っ
て
実
り
豊
か
な
発
展
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま
す
。

一
般
社
団
法
人
北
那
覇
青
色
申
告
会
及

び
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

し
い
希
望
に
満
ち
た

一
年

の
初
め
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
同
様
に
、
沖
縄
税
理
士
会
北
那
覇
支
部

会
務
運
営
に
対
し
、
会
員

の
皆
様

の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ

て
、
令
和
六
年

の
辰
年
は
、
十
千
十

二
支

の
考

え
方

で
は

「甲
辰

（き

の
え

・

た

つ
）
」
と
な
り
、

一春

の
日
差

し

が
、
あ

ま
ね
く
成
長
を
助
く
年
」
と
さ
れ
、
春

の

暖
か
い
日
差
し
が
大
地
す

べ
て
の
も

の
に

平
等
に
降
り
注
ぎ
、
急
速
な
成
長
と
変
化

を
誘
う
年
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
大
き
く
変
化
を
遂
げ

た
社

会
環
境
及
び
経
営
環
境
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
、
社
員

一
丸
と
な

っ
て
様

々
な
経

営
努
力
を
積

み
重
ね
て
き
た
、
こ
れ
ま
で

陰
と
な

っ
て
い
た
部
分
に
も
日
が
当
た
り
、

輝
か
し
い
未
来
に
向
け
て
大
き
く
成
長
を

遂
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
十
月
よ
り
導
入
が
開
始

さ
れ
た
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

へ
の

対
応
は
、
更
な
る
実
務
レ
ベ
ル
で
の
知
識

習
得
と
シ
ス
テ
ム
体
制
基
盤

の
構
築
が
急

務
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
本
年

一
月
よ

り
施
行
開
始
さ
れ
た
改
正
電
子
帳
簿
保
存

t
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‥
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‥
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‥

‥

‥

―

‥

‥

‥
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長
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長
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部
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大
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長

北
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長

座
間
味
支
部
長

理
事
・
青
年
部
長

顧

　
　
　

間

〃   〃
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役 事 事
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多
年
に
わ
た
り
納
税
道
義
の
高
揚
と
青

色
申
告
制
度
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

◎
令
和
五
年
度
　
納
税
表
彰

○
国
税
庁
長
官
表
彰

○
北
那
覇
税
務
署
長
表
彰

○
北
那
覇
税
務
署
長
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

一般社団法人北]|;覇 青色申告会

理事 金城 幸盛 氏

‐般社団法人北那覇青色申告会

理事 秋元 克則 氏

一般社団法人北那覇青色申告会

会長 新本 采義 氏

講

師
　
嘉
数
　
仁
然

氏

演

題
　
「世
界
に
つ
な
が
る
首
里
の
坂
道
」

演
題
に
な

っ
て
い

る
世
界
に
つ
な
が
る

首
里
の
坂
道
と
は
首

里
城
か
ら
大
道
に
つ

な
が
る
坂
道
を
指
し

沖
縄
が
琉
球
と
呼
ば

れ
る
時
代
に
自
国
を

理
解
し
、
ア
ジ
ア
の

国
々
と
積
極
的
に
貿

易
を
し
、
豊
か
な
国

を
作
り
上
げ

て
い
た
事
を
細
か
く
解
説
し
て
頂

き
ま
し
た
。

首
里
城
正
殿
の
鐘
は
別
名

「万
国
津
梁

の
鐘
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
鐘
に
は

「琉
球
国
は
南

の
海

の
良

い
所
に
あ
り
、
中
国
と
日
本

の
間
に
あ
る

蓬
莱

の
島

で
、
船
で
万
国
の
架
け
橋
と
な

っ
て

貿
易
を
行

い
、
国
に
宝
物
が
満
ち
て
い
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

知
恵
を
使

い
誇
れ
る
数

々
の
技
術
、
文
化
を

残
し
て
い
る
先
人
達

の
努
力
や
ご
苦
労
を
思
う

と
胸
が
熱
く
な
る
内
容
で
し
た
。

貿
易

の
為
に
首
里
城

へ
の
坂
道
を
登
り
降
り

す
る
人
々
、
開
国
を
せ
ま
り
首
里
城

へ
の
坂
道

を
の
ぼ

る
異
国
の
人
々
、
琉
球
か
ら
沖
縄
に
な

る
事
を
迫
り
坂
道
を
登
る
人
々
、
沖
縄
に
は
こ

れ
ま
で
の
大
変
な
歴
史
も
あ
り
ま
す
が
、
語
ら

れ
る
事
が
少
な
い
貴
重
な
琉
球
を
知

る
事
が
出

来
、
大
切
な
坂
道
を
認
識
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
、
笑
い
も
交
え
な
が
ら
の
講
演
に
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
り
、
素
晴
ら
し
い
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

第
十

二
回
通
常
総
会
が
六
月
八
日
、
ダ
ブ
ル

ツ
リ
ｌ
ｂ

ｙ
ヒ
ル
ト
ン
那
覇
首
里
城

「首
里
の

間
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
那
覇
税
務
署

石
垣
博

一
署
長
を
は
じ
め

松
尾
光
治
管
理
運
営
統
括
官
、
玉
城
正
人
個
人

課
税
第

一
統
括
官
、
沖
縄
税
理
士
会
、
添
石
幸

伸
北
那
覇
支
部
長

の
ご
臨
席

の
も
と
、
会
員
多

数

の
参
加
を
頂
き
秋
元
克
則
総
務
副
委
員
長

の

司
会
に
よ
り
進
行
致
し
ま
し
た
。

日
渡
勝
彦
副
会
長

の
開
会

の
辞
、
会
歌
斉
唱

の
あ
と
新
本
会
長
は
挨
拶

の
中
で

「昨
年
、
創

立
四
十
周
年
を
迎
え
た
事
に
触
れ
、
こ
れ
ま
で

の
会
運
営
を
役
員
を
始
め
会
員

の
皆
様
、
又
、

税
務
当
局
や
沖
縄
税
理
士
会
の
ご
理
解
、
ご
協

力
に
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

又
、
本
年
十
月
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導

入
や
電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
な
ど
大
き
な
変

革
期
が
始
ま
り
、
小
規
模
事
業
者
の
納
税
環
境

は
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
記
帳
の

重
要
性
や
、
青
色
申
告
会

の
果
た
す
役
割
を

し

っ
か
り
認
識
し
、
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
新
本
会
長
が
議
長
と
な
り
報
告
事

項
と
議
案
の
審
議
に
移

っ
た
。

報
告
事
項

○
令
和
四
年
度
事
業
報
告
　
○
令
和
五
年
度
事

業
計
画
　
○
令
和
五
年
度
収
支
予
算

決
議
事
項

○
第

一
号
議
案

令
和
四
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

以
上
の
議
案
を
仲
本
専
務
理
事
よ
り
説
明
が

あ
り
、
満
場

一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
北
那
覇
税
務
署

石
垣
博

一

署
長
、
沖
縄
税
理
士
会
　
北
那
覇
支
部

添
石
幸

伸
支
部
長
よ
り
、
今
後

の
更
な
る
連
携
協
力
と

会
活
動

へ
の
期
待
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
新
垣
勉
副
会
長

の
開
会

の
辞
に
よ
り

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、

コ
ロ
ナ
禍
が
あ
け
三
年
ぶ
り

に
関
係
各
機
関

の
代
表

の
方

々
な
ど
多
数

の
ご

来
賓

の
ご
臨
席
を
頂
き
懇
親
会
が
開
か
れ
、
崎

原
盛
秀
西
原
町
長
よ
り
来
賓
祝
辞
を
新
垣
剛
浦

添
副
市
長
よ
り
乾
杯

の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
の
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

イ

し

t

第
士

面
通
常
総
会
・
記
念
講
演
会
開
催
　
　

第
十
二
回
通
常
総
会
開
催

！
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新
年
が
明
け
、
昨
年
度
の
決
算

・
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
決
算

・
確
定
申
告
の
内
容
に
誤

り
が
な
い
よ
う
に
、
決
算
準
備
説
明
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
本
島
地
区
に
於
い
て
は
事
業
所
得
者

の
方
む
け
に
新
垣
隆
顕
税
理
士
、
不
動
産
所
得
者

の
方
向
け
を
添
石
幸
伸
税
理
士
、
又
、
西
原
町
の

会
員
の
方
に
は
事
業
所
得
者
む
け
に
波
平
剛

一
税

理
士
を
講
師
に
お
招
き
し
、
離
島
地
区
に
つ
い
て

は
担
当
職
員
で
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
必
要
経
費
の
誤
り
や
す

い
点
、
又
、
減
価
償
却
の
計
算
方
法
や
注
意
点
な

ど
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
わ
か
り
や
す
く
示
さ

れ
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対

応
す
る
た
め
の
注
意
点
な
ど
毎
年
の
流
れ
を
確
認

し
な
が
ら
の
内
容
と
な
り
、
参
加
者
の
会
員
の
皆

さ
ん
も
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
な
ど
し
て

一
年
に

一

度
の
大
仕
事
に
熱
心
に
聞
き
人
っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
分
の
中
告
に
向
け
て
ゆ
と
り
を
も

っ

た
準
備
を
す
る
た
め
に
早
め
の
取
り
掛
か
り
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

し

五
月
二
十
日

（火
）
に
開
講
し
、
七
ヶ
月
間

（全
十
六
回
）
を
通
し
て
記
帳
の
仕
方
か
ら
決

算

・
申
告
ま
で
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
午
前

（事
業
所
得
者
向
け
）
と
午
後

（不

動
産
所
得
者
向
け
）
の
コ
ー
ス
を
設
け
、
開
催

さ
れ
た
青
色
教
室

「第
二
十
二
期
生
」
の
修
了

式
が
、
去
る
十

一
月
七
日

（火
）
に
沖
縄
納
税

研
修
会
館
に
て
行
わ
れ
た
。

修
ｒ
式
で
は
始
め
に
、
講
師
の
伊
波
主
任

（午

前
）
・
宇
榮
原
課
長
代
理

（午
後
）
よ
り
十
六

回
の
講
座
の
総
ま
と
め
を
し
、
午
前
は
上
間
仁

助
副
会
長

・
午
後
は
新
本
乗
義
会
長
よ
り
、
受

講
者

一
人

一
人
に
修
了
証
書
を
手
渡
し
、
長
期

に
渡
る
受
講
者
の
方
々
に
ご
苦
労
様
と
激
励
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
講
者
の
方
々
か
ら
は
、
「記
帳
の
仕
方
や
税

に
対
し
て
の
知
識
を
少
し
ず

つ
理
解
で
き
勉
強

に
な

っ
た
。
又
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
の

記
帳
や
確
定
申
告
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。
」な

ど
多
数
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
修
了
式
後
も

長
期
間

一
緒
に
勉
強
し
、
仲
間
の
き
ず
な
を
深

め
て
き
た
受
講
者
同
上
互
い
の
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
別
れ
を
惜
し
む
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
大

変
有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。
最
後
に
共
に
記

念
撮
影
を
行
い
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

し

去

る
四
月
十

四
日

（金
）
、
五

月

十

八

日

（木
）
に
沖
縄
納
税
研

修
会
館
三
階
研
修
室

に
て
、
「新
規
青
色
説

明
会
」
が
開
催

さ

れ

ま
し

た
。
こ

の
説

明

会

は
、
新

た

に

入
会

さ
れ
た
方

々
を
対
象

に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

説
明
会

で
は
、
青
色
申
告

の
特
典
の
活
用

の
仕
方
に

つ
い
て
、
青
色
申
告
の
主
な
三

つ

の
特
典
、
青
色
申
告
特
別
控
除
六
十
五
万
円

。

青
色
事
業
専
従
者
給
与

・
純
損
失
の
繰
り
越

し
を
説
明
し
ま
し
た
。
特
に
、
青
色
申
告
特

別
控
除
六
十
五
万
円
と
青
色
事
業
専
従
者
給

与
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
所
得
税

・

住
民
税
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税

・

介
護
保
険
料
ま
で
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
青
色

申
告
と
自
色
申
告
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
で
比

較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
れ
ほ
ど

の
節
税
効

果
と
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
を
強
調
し
て
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
練
習
問
題
を
用

い
て
記
帳

の
仕
方
等
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
後
開
催
す
る
研
修
会

の
案
内
、

各
種
共
済
制
度

の
紹
介
、
研
修
会
参
加

の
呼

び
か
け
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
に
お

い
て
個
別
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
、
こ
れ
か
ら
青
色
申
告
会
を
積
極
的

に
活
用
し
て
頂
く
よ
う
、
新
規
会
員
の
皆
様

に
呼
び
か
け
致
し
ま
し
た
。

EP昂」J調 糸氏、 圭オ猪T

◇聾奏謝紙吉会
代表 照 屋 順 英

〒900-0002那 覇市 曙 2丁 目8番 27号

電 言舌(098)861-2101
FA)く (098)866-5848

◎極 場
-2 26

NPO法人

国際空

1‐31F
098‐ 879-8555

BRANCH

各
地
で
決
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準
備
説
明
会
開
催
　
　
　
青

色

教

室

修

了

式

新

規

青

色

説

明

会

添石
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去
る
七
月
十
四
目

（金
）
、
浦
添
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

「結

の
街
」
三
階
大
研
修

室
に
お
い
て
、
税
理

士
の
山
入
端
正
範
先

生
を
講
師
に
お
招
き

し
、
「相
続

・
贈
与
に

関
す
る
税
務
の
ポ
イ

ン
ト
」
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
だ

れ
が
相
続
人
に
な
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
も

の
が
相
続
財
産
に
な
る
の
か
、
ど
ん
な
場
合

に
相
続
税
が
か
か
る
の
か
、
と
い
う
基
本
的

な
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
相
続
税
と
贈
与
税

の
税
率

の
違
い
や
、
遺
留
分

の
制
度
、
相
続

時
精
算
課
税
制
度
、
配
偶
者
居
住
権
な
ど
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
度

の
税
制
改
正
に
よ
り
、

令
和
六
年
か
ら
は
相
続
財
産
に
加
算
す
る
暦
年

贈
与
の
期
間
が
三
年
か
ら
七
年
に
延
長
さ
れ
た

こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
、
相
続
対
策
の
注
意
点
と
し
て
、
相

続
対
策
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
あ
り
、
人
に
よ
っ

て
有
効
な
対
策
が
異
な
る
こ
と
、
税
金
の
対
策
だ

け
で
な
く
、
親
族
争
い
を
避
け
る
対
策
も
必
要
な

こ
と
、
相
続
は
始
ま
っ
て
か
ら
で
は
対
策
が
で
き

な
い
の
で
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
呼

び
か
け
研
修
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

去

る
八
月

二
十

三

日

（水
）
浦

添

市

産

業

振

興

セ

ン
タ
ー

・

結

の

街

に

お

い

て
、

講
師

に
司
法
書
士

の

上
原
修

先
生

（司
法

書
士
法
人
ロ
ア
ツ
ク
）

を
お
招
き
し
、

「遺
言

書
活
用
法

の
基
礎
知

識
」
講
座
が

（公
社
）

北
那
覇
法
人
会

と
共

催
で
開
催
さ
れ
た
。

研
修
会

で
は
、
始
め
に
相
続
で
争

い
が
起
き

る
理
由
と
し
て
、
遺
言
書
が
な
い
場
合
、
遺
産

の
分
け
方
を
相
続
人
で
話
し
合
う
必
要
が
あ
る

が
、
分
け
方
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
に
争

い
が

起

こ
る
こ
と
を
説
明
し
、
遺
産
分
割
事
件
数
は

年

々
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
遺
産
争

い
は
富
裕

層
よ
り
も

一
般
家
庭
で
多
く
起
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
遺
言
書
を
残
す

こ
と
は
多
く

の
人
に
必

要
で
あ
る
と
伝
え
た
。

そ
の
後
、
遺
言
書
作
成

の
た
め

の
基
礎
知
識

や
、
遺
言
書
を
残
す
場
合
に
押
さ
え
て
お
き
た

い
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た
令
和

二
年
に
創
設
さ
れ
た

自
筆
証
書
遺
言
保
管
制
度
に
よ
り
、
有
効
な
遺

言
書
を
残
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
相
続
は
多
く
の
人
が
関
係
し
て
お

り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

い
の

で
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
、
ま
た
、
自
分
が

亡
く
な

っ
た
後

の
家
族

の
た
め
に
も
遺
言
書

の

作
成
を
呼
び
か
け
研
修
会
を
締
め
く
く

っ
た
。

`ヽ、_

去

る
九
月

二
十

一
日

（木
）
、
浦
添
市
産
業
振
興

セ

ン
タ
ー

・
結

の
街

に

於

い
て
、
税
理
士

の
金

城
満
珠
男
先
生
を
講
師

に
お
招
き
し
、
「成
功
す

る
生
前
贈
与
」
研
修
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

研
修
会

で
は
、
今

回

の
テ
ー

マ
で
あ
る
財
産

を
子
や
孫
に
贈
与
す
る

際

に
は
、
毎
年
百
十

万

円
ま
で
の
基
礎
控
除
を

活
用
し
な
が
ら
贈
与
を
行
う

一暦
年
課
税
制
度
」
、

六
十
歳
以
上
の
父
母

・
祖
父
母
か
ら
十
八
歳
以
Ｌ

の
子
や
孫

へ
の
贈
与
で
累
計
二
千
五
百
万
円
ま
で

は
課
税
さ
れ
ず
、
相
続
発
生
時
に
贈
与
時
の
相
続

税
評
価
額
を
相
続
財
産
に
加
算
し
て
計
算
を
行
う

一相
続
時
精
算
課
税
制
度
」
が
あ
り
、
ど
れ
を
利
用

す
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
に
選
択
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
制
度
が
、
令
和
五
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
、
令
和
六
年
以
降
の
贈
与
に
つ
い
て
大

き
く
改
正
が
行
わ
れ
、
暦
年
課
税
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
相
続
開
始
前
の
贈
与
の
相
続
財
産

へ
の
加
算

期
間
が
三
年
以
内
だ

っ
た
の
が
七
年
以
内
に
延
長

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
節
税
効
果
は
期
待

で
き
な
く
な
る
。

相
続
時
精
算
課
税
制
度
は
、　
一
度
選
択
す
る
と
暦

年
課
税
制
度

へ
戻
す
こ
と
が
で
き
ず
、
百
１
万
円
の

基
礎
控
除
も
適
用
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
百
十
万
円
の
基
礎
控
除
が
創
設
等
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
が
高
ま
っ
た
。

研
修
会
で
は
他
に
も
、
不
動
産
を
活
用
し
た
対

策
や
金
融
資
産
を
活
用
し
た
対
策
な
ど
上
手
に
生

前
贈
与
す
る
た
め
の
留
意
点
を
ご
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
の
多
く
は
、
将
来
関
わ

っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
相
続
の
問
題
に
、
真
剣
に
聞
き
入
り
、
大
変

関
心
の
高
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

イ

ヽ

■■ ,

城間自動車

三菱・ダイハツ・スズキ協力店

石
嶺

ヘ

引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。

光

二級整備

二級整備
西
原
高
校

□

停

口 仲

'ご

す履

店

1じます

城 間 自 動 車
紀 幸 二級整備代 表 者

経  理

整備主任

清掃整備

西原 町 字 幸地 654-2
〒903-0116944‐ 3939

サンキユーサンキユー

中古車販売

新 車 販 売

車 検 整 備

飯 金 塗 装

保 険 業 務

間

間

間

間

城

城

城

城

子

男

智

紀

セ
ン
タ
ー

メ
デ

ィ
カ
ル

相
続
・贈
与
に
関
す
る
税
務
の
ポ
イ
ン
ト
　
　
　
遺
言
書
活
用
法

の
基
礎
知
識
　
　
　
「成
功
す
る
生
前
贈
与
」
研
修
会

崚臨糠暉
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し

去

る
、
十

一
月
九

日

（木
）
「こ
れ
か
ら
の
時
代

を
乗
り
切
る
た
め

の
ア

パ
ー
ト
経
営
知
識
」と
題

し
て
、
不
動
産
管
理
セ

ミ
ナ
ー
が
宮
城
裕
氏

（カ

セ

イ
有

限
会

社

代

表
）

を
講
師
に
お
招
き
し
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
人

口
減
少
が
進

ん
で
い
る
な
か
、

沖
縄
県
も
昨
年
、
本
土
復
帰
以
降
初
め
て
減
少

し
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
本
格
的
に
訪
れ
て
く

る
。
ま
た
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
に

つ
い
て
、
ガ

ス
事
業
者

が
賃
貸
住
宅

の
設
備
を
オ
ー
ナ
ー
に
無
償
で
貸

し
、
そ
の
分
の
費
用
を
入
居
者

の
利
用
料
金
に

上
乗
せ
し
て
い
た
状
況
を
変
え
る
べ
く
国
が
動

き
出
し
、
料
金
透
明
化

の
法
改
正
が
今
後
予
定

さ
れ
て
い
る
。
相
続
関
連
に

つ
い
て
、
今
年
四

月
に
施
行
さ
れ
た
遺
産
分
割
協
議
に
期
限
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
や
来
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

相
続
登
記
の
中
請
義
務
化
に

つ
い
て
な
ど
、
直

近
で
施
行
さ
れ
る

（さ
れ
た
）
内
容
を
ご
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

の
十
月
か
ら
は

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
、
不
動
産
経

営

の
方

々
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
の
お
話
し

や
、
消
防
設
備

の
点
検
報
告

の
義
務
や
貯
水
タ

ン
ク
清
掃

の
義
務
化
に

つ
い
て
、
点
検
等
を
怠

る
と
罰
金
な
ど
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、
今
後

の
不
動
産
管
理
に
必
要
な
内
容
を
幅

広
い
視
点
か
ら
ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
中
や
終
了
後
も
質
問
が
多
く
、
と

て
も
関
心
の
高
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

九
月
八
日

（金
）
、
浦

添

市

産

業

振

興

セ

ン

タ
ー

・
結

の
街

「三
階

大
研
修
室
」
に
於

い
て

比
嘉

正
人
氏

（社
会
保

険
労
務
十
法
人
ク

ロ
ー

バ
ー
）
を
講
師

に
お
招

き
し
、

「年
金
の
基
礎
知

識

・
得
す

る
年
金

の
も

ら
い
方
」
講
座
を

（公
社
）

北
那
覇
法
人
会
と
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
年
後
は
生
活
費
や

一
時
的
な
費
用
な
ど
も

含
め
て
人
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
資
金
は
異
な
り
ま

す
。
年
金

の
基
本
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
は
保

険
料
を
収
め
た
期
間
に
よ

っ
て
年
金
額
が
変
わ

り
ま
す
。

（卜
年
以
上
の
加
入
期
間
必
要
）
ま
た

原
則
六
卜
五
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
が
、
繰
上
げ

・

繰
下
げ

て
受
給
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
そ
の

際

の
メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト
や
損
益
分
岐
点

な
ど
も
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
も

ら
え
る
年
金
を
増
や
す
た
め
に
は
？
今
後
は
年

金
だ
け
で
な
く
、
税
制
面
で

一
定

の
優
遇
が
行

わ
れ
て
い
る

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
個
人
型
確

定
拠
出
年
金

（ｉ
Ｄ

ｅ
Ｃ

ｏ
）
な
ど

の
資
産
形

成
も
ポ

イ
ン
ト
の

一
つ
に
な
る
と
ご
説
明
頂
き

ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

の
し
く

み
な
ど
、
様

々
な
内
容
に

つ
き
ま
し
て
も
丁
寧

に
ご
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

年
金

の
し
く
み
は
分
か
り
に
く
い
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
老
後

の
生
活
資
金
と
な
る
の
で

理
解
を
し
て
お
く
と
も
ら
え
る
年
金
額
に
も
影

響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
継
続

し
て
勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
感

じ
さ
せ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

し

浦
添
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
十
二
月
七
日
、
「仕
込

み
三
分
、
発
酵

一
か
月
で
で
き
る
豆
乳
み
そ
づ
く
り
」
講
師
　
山

城
み
な
子
氏

（て
い
だ
采
あ
ら
　
代
表
）
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ

一
ま
し
た
。

『調
味
料
は
普
段
、
購
入
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
添
加
物

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
実
は
調
味
料
は
手
作

り
で
き
、
更
に
今
回
つ
く
る
豆
乳
み
そ
は
、
「米
麹
、
塩
、
豆
乳
」
だ
け
、

約
　
か
月
で
完
成
の
お
い
し
い
み
そ
で
す
。
』
工
程
も
材
料
を
全
部

袋
に
入
れ
、
軽
く
も
む
だ
け
で
簡
単
に
で
き
る
と
あ
り
、
各
グ
ル
ー

プ
で
材
料
を
と
り
わ
け
、
相
談
し
な
が
ら
楽
し
く
仕
込
み
を
済
ま

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
避
け
た
い
添
加
物
と
体
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
研
修
を
し
、
そ
の
中
で

「発
酵
調
味
料
に
は
、
食
材
か
ら

有
害
物
質
を
引
出
す
効
果
が
期
待
で
き
る
為
下
ご
し
ら
え
に
使
用

す
る
こ
と
や
ま
た
、
食
す
る
こ
と
で
体
内
酵
素
を
増
や
し
免
疫
を

上
げ
、
代
謝
が
活
発
に
な
り
健
康
的
な
体
を
つ
く
り
ま
す
。
」
と
普

段
口
に
す
る
も
の
の
大
切
さ
を
考
え
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
完

成
ま
で
の
ひ
と
月
、
基
本
毎
日
軽
く
も
む
だ
け
な
の
で
、
発
酵
が

楽
し
み
と
受
講
者
は
、
仕
込
ん
だ
み
そ
を
大
事
に
持
ち
帰
り
、
研

修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

|■■■|■■.■‐■

不
動
産
管

理

セ

ミ

ナ
ー

，

ｌ

ｉ

■

も

■ヽ

　

代

表

）・・鍮
饉

「年
金
の
基
礎
知
識
・得
す
る
年
金
の
も
ら
い
方
」
講
座
　
　
女
性
部
令
和
五
年
度
研
修
会

で

き

る

Ｉ

乳

Ａ

Ｉ

づ

ヽ
り

■

■
■
一
「「
「
鬱
崎
警
一一■
〓



第 108号 一般社団法人 北那覇青色申告会会報    令和 6年 1月 4日 (8)

四
月
二
五
日

【午
前
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

五
月
十

一
日

【午
前
コ
ー
ス

六
月
十
六
日

【午
前
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

八
月
十
日

【午
前
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

九
月
十
三
日

【午
前
コ
ー
ス

【午
後
コ
ー
ス

開
催
日

（計
四
回
）

四
月
二
十

一
日

（金
）
、
五
月
十
六
日

（火
）
、

六
月
二
十
二
日

（木
）
、
八
月
十
六
日

（水
）

講
　
師

北
那
覇
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門
　
担
当
官

場
　
所

浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
。結
の
街

（三
階
大
研
修
室
）

令
和
五
年
十
月

一
日
よ
り
導
入
さ
れ
た
、
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式

（い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
の
説
明
会
が
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・

結
の
街

（三
階
大
研
修
室
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

説

明
会

で
は
動

画
や

テ
キ

ス
ト

を
使

用
し
、

適
格
請
求
書

（イ
ン
ボ

イ
ス
）
の
概
要
や
記
載

事
項
、
売
手
や
買
手
が
留
意
す

べ
き
点
な
ど
を

解
説
し
た
。

適
格
請
求
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
税
務
署
長

の
登
録
を
受
け
た

「適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
」
に
限
ら
れ
、
課
税
事
業
者
だ

け
で
な
く
免
税
事
業
者

の
方
に
も
関
係

の
あ
る

制
度
と
な

っ
て
お
り
、
登
録

に
あ
た

っ
て
は
留

意
点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
課
税
事
業
者
の
方
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
応
し
た
記
帳
も
必
要
に

な

っ
て
き
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
す
る

ご
相
談
は
事
務
局
に
て
個
別
相
談
会
も
開
催
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

去
る
十
月
十
八

日

（水
）
、
久
米
島

町
阿
里
ゆ
ん
た
く

館
に
於

い
て
、
税

理
上
の
与
儀
高
志

先
生
を
講
師
に
お

招
き
し
、
「相
続

・

贈
与
の
基
礎
講
座
」

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
始
め
に
相
続
が
発
生
し
た
場

合
の
相
続
人
は
誰
が
対
象
に
な
る
の
か
？
税
額

は
ど
の
よ
う
に
求
め
る
の
か
？
な
ど
、
相
続
税

の
基
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
は
相
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
、
特
に
遺
産
の
相
続
を
め
ぐ
る
財
産
争
い
を

防
ぐ
た
め
に
遺
言
書
を
活
用
す
る
方
が
増
え
て

い
る
。
遺
言
書
は
財
産
を
贈
与
す
る
法
的
効
果

が
あ
り
、
遺
言
に
も
種
類
が
あ
る
が
、
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
に
は

「公
正
証
書
遺
言
」
が
す
ぐ

れ
て
い
ま
す
。

又
、
暦
年
贈
与
と
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の

概
要
と
税
制
改
正
に
よ
る
変
更
点
と
影
響
に
つ

い
て
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に

「基
本
的
に
は

税
金
の
負
担
を
軽
く
す
る
の
は
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
す
が
、
同
時
に
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
相
続

を
考
え
て
い
き
な
が
ら
対
策
を
と
ら
れ
て
下
さ

い
。
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

/

ヽ

生
計
を

一
に
し
て

一
緒
に
働
い
て
い
る
家
族

の
方
が
い
れ
ば
、

「青
色
専
従
者
給
与
に
関
す
る

届
出
書
」
を
提
出
す

る
と
家
族

へ
支
払
う
給
与

を
経
費
に
す
る
事
が
で
き
る
。

青
色
申
告
の
特
典
の

＾
つ
で
あ
り
ま
す
。

節
税
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

専
従
者
給
与
を
活
用
し
て
い
る
場
合
と
活
用

し
て
い
な
い
場
合

の
所
得
税
や
住
民
税
及
び
国

保
税

・
介
護
保
険
料
な
ど
に
ど
の
く
ら
い
の
節

税
効
果
が
あ
る
の
か
を
事
例
を
交
え
て
説
明
が

な
さ
れ
、
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
専
従
者
給
与

を
支
払

っ
た
方
が
節
税
に
な
る
事
を
理
解
し
て

頂
き
ま
し
た
。

又
、
専
従
者
給
与

の
金
額

の
適
正
給
与

の
決

め
方
や
、
届
け
出

の
書
き
方
、
源
泉
所
得
税

の

徴
収
方
法
な
ど

の
注
意
点
を
テ
キ
ス
ト
よ
り
研

修
致
し
ま
し
た
。

○
日
　
時
　
　
六
月
二
十

一
日

○
研
修
会
場
　
　
沖
縄
納
税
研
修
会
館
　
三
階
研
修
室

○
日
　
時
　
　
九
月
六
日

○
研
修
会
場
　
久
米
島
Ｊ
Ａ
ゆ
ん
た
く
館

専
従
者
給
与
に
関
す
る
ご
相
談
は
事
務
局
に

於

い
て
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
予

約
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

`ヽ

・
事
業
者
】

・
不
動
産
】

・
事
業
】

・
不
動
産
】

・
事
業
者
】

・
事
業
】

・
不
動
産
】

・
不
動
産
】

・
事
業
】

沖
縄
納
税
研
修
会
館

「三
階
研
修
室
一
に
お
い
て

会
員
の
事
務
の
合
理
化
と
、
経
営
状
況
を
正
確
に

把
握
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「所
得
税

・
住
民
税

・

国
民
健
康
保
険
税
」
の
節
税
に
な
る
青
色
申
告
特

別
控
除
六
十
五
万
円
適
用
の
推
進
、
更
に
、
消
費

税
申
告
の
記
帳
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
を
利
用
し
た

電
子
申
告

（イ
ー
タ
ツ
ク
ス
）
に
も
対
応
し
た
パ

ソ
コ
ン
会
計
ソ
フ
ト

「ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
」
の

講
習
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

講
習
会
で
は
初
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
会
計
の
メ
リ
ッ

ト
と
、
帳
簿
付
け
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ

の
後
、
練
習
問
題
に
沿

っ
て
実
際
に
人
力
を
行
い

ま
し
た
‥
ハ
ソ
コ
ン
会
計
で
は
取
引
を
入
力
す
る

だ
け
で
、
自
動
的
に
関
連
帳
簿

へ
の
振
り
分
け

・

集
計
が
行
わ
れ
、
減
価
償
却
費
の
計
算
や
青
色
中

告
決
算
書
ま
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施

に
よ
り
消
費
税
の
申
告
対
象
者
と
な
り
、
よ
り
細

か
く
複
雑
な
記
帳
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
方
が
増

え
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

「ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン

Ａ
」
は
軽
減
税
率
制
度
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
よ

う
な
税
制
改
正
に
も
対
応
し
て
お
り
、
事
務
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

消
費
税
「イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
説
明
会
　
　
　
相
続

・
贈
与

の
基
礎
講
座

専
従
者
給
与
の
上
手
な
取
り
方
研
修
会

本
島
と
久
米
島
で
開
催

准九 一 経黄 '=="誓

講得|| |■■群1■オiる所得
=峯

r.."I;i{+iiet /

ブ
ル
■

，
夕
■
ン
Ａ
研
修
会

ヽ

―

，

増ヽ
′　
・
　

一

・ヽ
―
．　
一
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令和 5年末までにインポイス発行

事業者の登録を受けている。
鐵 鰺 雖
「消費税課税事業者選択届出書」を提出した
ことにより、令和 5年 9月 30日 以前から課税
事業者となっていない。

基準となる売上げの状況|

次の金額がいずれも」⊇0万円以工
・基準期間 (令和3年分)の課税売上高
・特定期間 (令和4年 1月 から6月 )の

課税売上高
‐

×課税売上高に代えて、給与等支払額の合計額

により判定することもできます

一般課税による申告 (イ ンボイスの保存が必要)。

簡易課税による申告 (簡易課税制度選択届出書の

提出が必要※。仕入れに係る消費税額について実額
計算不要)。

※免税事業者の方が令和 5年 中にインポイス発行事業者の登録を受けた場

合、令和 5年 中に「簡易課税制度選択届出書」を提出することで、簡易課税

による申告が可能となります。

2割特例を適用することはできません

漑
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

‐萎藁藝藝襲饉|
・「消費税課税期間特例選択届出書」

の提出により課税期間を短縮して
いない。

・そのほか、相続、高額な資産を仕
入れた場合など2割特例を適用で

きない場合※に該当しない。
※具体的にはインポイスQA問 115((2割特例の

適用ができない課税期間①》をご参照ください

事前に届出等の必要なく、申告書に「o」

をつけるだけ。仕入に係る消費税額に
ついて実額計算不要。

2割特例を適用可能

Y■S

VES

YES

'STARIT YES

A藤 象|こ あづま吟沼圏飲

へ永ス猪ィえ来  直 イテ

工場・営業所 沖縄県西原町徳佐 田38番地 1号

〒903-0127 丁EL(098)944-5674
FAX(098)835-8844
携 帯i1090-8293-6465

E― mail:azuma― reito@sarnba.ocn.ne.jp

三
割
特
例
と
は
？

三
割
特
例
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
機

に
免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
と
な

っ
た
事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
消
費
税
の
納
付
税
額
を
売
上
に
係
る
消
費
税
額
の
三
割
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
特
例
で
す
。
（令
和
五
年
分

（登
録
□
～
―
二
月
）
か
ら
令
和
八
年
分
の
中
告
ま
で
適
用
可
能
で
す
じ

株式会社儀保ベイント商会
建 築 口車 輛 ・ 重 防 ・ 船 舶 ・ 防 水 口塗 料 全 般

裕

〃

代表撃締役会長

代表撃締役社長

保  宜

保  宜

儀

儀

可=901… 2121

沖縄県浦添市内間3丁 目20番 1号

TEL。098…877…2672“tl lFAX0098-877… 8846

http://WWW●gibOpaintECOm

式穂  繊 読  忍 耐

汁先空手虻お式え小然流知式備ネ→ト
僑保空手逍場

範掛 韻 十段 儀  保  宜  裕

副館長 儀保 宜彦、吉千 達子  理事長 嘉数 勝
指導員 オジャ・ラックスマン、藤口 隆子、遠山 寛E、

姜ユ 賢哲、佐久川 未奈代、平 良 籠醒

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
「三
割
特
例
」
適
用
可
否
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

県郷事許可 (般 -1)第 13672号
産業廃棄物 }1丈 集理ォ1を  144571
今 媒 ロ イえ事 業 所 470043
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園
□

幽

囲

喘

令
和
五
年
度

役
職
員
研
修
会

去
る
八
月
二
十
二
日

（火
）
ノ
ボ
テ
ル
沖

縄
那
覇
に
於
い
て

（
一
社
）
全
国
青
色
申
告

会
総
連
合
主
催

。
沖
縄
県
青
色
中
告
会
連
合

会
共
催
に
よ
る
役
職
員
研
修
会
が
県
内
六
会

の
役
職
員
参
加
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〈第

一
研
修

中
央
情
勢
報
告
）

（
一
社
）
全
国
青
色
中
告
会
総
連
合

綿
貫

豊
常
務
理
事
よ
り
、
令
和
五
年
度
事
業
活
動

の
基
本
方
針
と
近
年
に
お
け
る
税
制
改
正
運

動
の
成
果
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
組
織
運
営

の
強
化
に

つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
（デ

ジ
タ
ル
変
革
）

に
対
応
し
た
納
税
環
境
の
整
備
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
導
入
に
向
け
て
の
指
導

・
相
談
体
制

の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

（第
二
研
修

青
色
申
告
会
と
税
務
行
政
と
の
連
携

・

協
調
な
ら
び
に
申
告
環
境
の
変
化
〉
・

沖
縄
国
税
事
務
所

個
人
課
税
課

仲

田
政
之

記
帳
指
導
専
門
官
よ
り
、
税
務
行
政

の
Ｄ
Ｘ
推

進
に
お
け
る
国
税
当
局
の
役
割
や
、
納
税
者

の

利
便
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
者

の

デ
ジ
タ
ル
化
促
進
を
目
指
す
等
説
明
さ
れ
、
イ
ー

タ

ッ
ク
ス
の
周
知

・
利
用
勧
奨
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
、
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度

の
概
要

の
周
知

広
報
の
協
力
が
述

べ
ら
れ
た
。

（第
三
研
修
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
）

栃
木
県
青
色
中
告
会
連
合
会

田
上
等
専
務
理

事
よ
り
、
イ
ン
ポ

イ
ス

（適
格
請
求
書
等
）

の

発
行
事
業
者
と
な

っ
た
際

の
請
求
書
等

の
作
成

の
仕
方
、
簡

易

イ

ン
ボ

イ

ス
交

付

に

つ
い
て
、

イ
ン
ポ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
義
務
、
又
、
消
費

税
申
告
に
伴
う

一
般
課
税
、
簡
易
課
税
選
択

の

注
意
点
、
納
付
税
額
を
軽
減
す
る
三
割
特
例

の

説
明
等
、
映
像
形
式
で
行
わ
れ
た
。

（第
四
研
修

ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
二
〇
二
四
に
つ
い
て
）

（　
社
）
全
国
青
色
申
告
会
総
連
合

浦
澤
大

介
主
事
か
ら
、
今
年
度
よ
リ
ス
タ
ー
ト
す
る
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
に
よ
り
消
費
税
に
対
応

し
た
記
帳

の
設
定
変
更
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明

が
あ
り
、

又
、
令
和
五
年
分

の
青
色
申
告
決
算

書
、
所
得
税

・
消
費
税
中
告
書

の
様
式
変
更
に

つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
た
。

長
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
研
修
会
終
了

後
、

コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
を
鑑
み
控
え
て
い
た
役

職
員
交
流
会
も
四
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
各
会

の

役
職
員

の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
出
来
、
大
変

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

`ヽ

女
性
部

令
和

五
年
度
講
演
会

十
月
五
日
、
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

「結

の
街
」
に
お

い
て
、
講
師
に
玉
城
斉
氏

（た
ま

き
歯
科
医
院
医
院
長
）
を
お
招
き
し

一
口
か
ら

は
じ
ま
る
全
身

へ
の
健
康
」

の
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

一近
年
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
日
常
的
に
マ
ス

ク
を
着
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
反
面
、
息
苦
し
さ
か
ら
か
口
呼
吸
を
さ
れ
る
方

も
増
え
て
い
ま
す
。
口
呼
吸
で
は
、
細
菌
の
侵
入

を
阻
止
で
き
ず
、
老
化
や
病
気
の
引
き
金
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
す
。
意
識
的
に
鼻
呼
吸
を
行
い
、
眠

る
時
に
は

「
マ
ウ
ス
テ
ー
ビ
ン
グ
』
を
す
る
こ
と

や
舌
と
口
の
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
る

『あ
い
う
べ

体
操
』
を
毎
日
続
け
る
事
で
鼻
呼
吸
を
楽
に
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
先

生
は
鼻
呼
吸
を
実
践
す
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
を

重
ね
ら
れ
た
こ
と
、
時
に
は
失
敗
し
た
経
験
も
笑

い
に
変
え
て
話
さ
れ
、
楽
し
く
学
ん
だ
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

五
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
県
連
女
性
部
講
演
会

で
し
た
が
、
県
内
青
色
中
告
会
の
女
性
部
員
四
十

二
名
の
受
講
が
あ
り
、
講
演
終
了
後
も
先
生

へ
質

問
や
講
演

の
感
想
で
部
員
同
士
盛
り
上
が
る
等
、

大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

`ヽ

全 日本健康 自然食品協会加盟店

健康食品卸小売・三育フーズ取扱店

株式会社比嘉三育ヘルス

店舗比嘉健康食品センター

那覇市字銘苅229

丁巨L(098)868-3090(代 )

FAX(098)862-6119

住宅、店舗、オフイスなど 用途に合わせていろいろ

業エ渡

れ

”
ヽ
　
ハ

メ◎
ＤＡ‐ＴｏＫｏｏＹｏ代表者 日 渡 勝 彦

〒903-0117 沖縄県中頭郡西原町字翁長 853-3
TEL(098)946-0833 FAX(098)946-0868
E― ma‖ :asker@woody.ocn.ne.jp

目
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令
和
５
年
度

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
国
税
庁
が
共
催
す
る

一中

学
生

の
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
、

北
那
覇
青
色
申
告
納
税
貯
蓄
組
合
で
の
上
位
作
品
を
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

「税
」
は
私
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
□
―

浦

添

市

立
港

川
中
学
校

三
年

　

南

　

湖

　

日

菜

華

私
は
絵
が
好
き
だ
。
ア
ニ
メ
も
好
き
で
ヒ
ー
ロ
ー
　
　
　
助
け
て
も
ら
え
る
の
が
当
た
り
前
と
ヒ
ー
ロ
ー
に

系
を
よ
く
見
る
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
　

　

文
句
を
言
い
放
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ア
ニ
メ
に
出
る

と
が
夢
だ
。
勉
強
で

「税
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
時

　

　

こ
と
が
あ
る
。
ヒ
ー
ロ
ー
が
陰
で
血
の
滲
む
努
力
を

ふ
と
気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
ア
ニ
メ
と
　

　

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
も
せ
ず
、
権
利
ば
か
り
主
張

「税
」
が
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。　
　
　
　
　
　
　
す
る
「嫌
な
奴
」
だ
。
税
の
知
識
が
な
く
、
納
税
を
「お

税
金
は
多
く
の
種
類
が
あ
る
。
財
務
省
の
ホ
ー
ム
　

　

金
を
取
ら
れ
た
」
な
ど
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
ま
さ

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
国
の
税
金
と
し
て
だ
け
で
二
十

　

　

に

「嫌
な
奴
」
に
成
り
下
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

種
類
も
あ
っ
た
。
聞
き
覚
え
の
あ
る
消
費
税
に
つ
い
　
　
　
だ
ろ
う
か
。

て
調
べ
て
み
る
と
、　
一
九
八
九
年
に
導
入
さ
れ
て
以
　
　
　
犯
罪
者
を
取
り
締
ま
る
警
察
、
火
事
か
ら
助
け
て

降
、
法
改
正
が
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
は
買
い
物
を
す

　

　

く
れ
る
消
防
士
、
災
害
時
の
自
衛
隊
派
遣
な
ど
は
も

る
時
八
％
又
は
十
％
を
代
金
に
足
し
て
払
っ
て
い
る
　
　
　
は
や
映
画
の
世
界
だ
。
私
の
払
っ
た
消
費
税
も
少
額

そ
う
だ
。
私
は
画
材
を
よ
く
購
入
す
る
の
で
、
中
学

　

　

だ
が
税
の
財
源
の

一
部
に
な
れ
て
い
る
。
某
ア
ニ
メ

生
も
納
税
す
る
ん
だ
と
驚
い
た
。
消
費
税
分
の
お
金
　
　
　
で
は
こ
こ

一
番
の
ビ
ン
チ
に
な
っ
た
時
、
元
気
を
分

を

「負
担
し
て
い
る
」
点
で
は
、
国
民
か
ら
大
事
な
　
　
　
け
て
も
ら
い
敵
を
倒
す
技
が
あ
る
。　
一
人
ひ
と
り
は

お
金
を
搾
取
し
て
い
る
よ
う
で
悪
者
に
思
え
た
。　
　
　
　
小
さ
な
力
で
も
、
集
ま
る
と
す
ご
い
効
果
を
発
揮
す

だ
が
本
当
に
そ
う
だ

ろ
う
か
。
私

の
住
む
浦

　

　

る
。
ヒ
ー
ロ
ー
だ

っ
て

一
人
じ
や
戦
え
な
い
。
私
達

添
市

の
埋
立
地
や
、
通

っ
て
い
る
学
校

・
教
育

　

　

が
支
え
る
必
要
が
あ
る
。
私
は
ま
だ
中
学
生
で
、
税

を
始
め
、
犯
罪
か
ら
守

っ
て
く
れ
る
警
察
や
病

　

　

金
の
恩
恵
を
受
け
る
ば
か
り
な
の
で
、
実
際
に
納
税

院
で
利
用
す
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
も
税
金
が
使
わ

　

　

し
て
く
れ
て
い
る
大
人
を
尊
敬
す
る
。

れ
て
い
る
。
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
い
、
蛇

口
　

　

　

消
費
税
は
、
令
和
五
年
■
月
か
ら

「イ
ン
ボ
イ

か
ら
直
接
飲
め
る
の
も
、
上
下
水
道
が
整
備
さ

　

　

ス
制
度
」
と
い
う
適
格
請
求
書
の
発
行
又
は
保
存

れ
て
い
る
お
か
げ
だ
。
各
自
で
は
努
力
し
て
も

　

　

に
よ
り
消
費
税
の
仕
入
控
除
を
受
け
る
た
め
の
制

と
て
も
実
現
で
き
な
い
。
こ
れ
が
私

の
住
む
地

　

　

度
が
始
ま
る
。
利
用
す
る
に
は
税
務
署
に
書
類
を

域
だ
け
で
は
な
く
日
本
中
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
そ
う
だ
。
正
直
ま
だ
頭
の

☆

（公
財
）
全

国
法
人
会
総
連
合
会

長
賞

税
金
が
創
る
助
け
合
い
の
連
鎖

浦
添
市
立
仲
西
中
学
校
　
二
年

一税
金
を
払
わ
な
く
て
も
い
い
人
が
い
る

っ
て

知

っ
て
る
？
」

税
の
作
文
を
書
く
こ
と
を
伝
え
た
時
の
母
の
言
葉

だ

っ
た
。
私
は

「な
ぜ
？
」
と
思
い
調
べ
る
こ
と

に
し
た
。
そ
の
人
達
は
、
非
課
税
と
い
う
、
所
得

税
や
住
民
税
を
納
付
し
な
く
て
い
い
条
件
に
当
て

は
ま

っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
生
活
支
援
を
受
け
て

い
た
り
、
障
が
い
者
な
ど
の
人
で
前
年
の
合
計
所

得
が
百
三
―
五
万
円
以
下
だ

っ
た
り
す
る
、
生
活

す
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
人
が
対
象
者
に
な

っ
て

い
た
。

調
べ
る
前
の
私
の
税
金
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、

税
金
を
払
う
こ
と
は
国
民
の
義
務
で
、
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
も
の

。
年
金
の
お
金
の
為
に
払
う

も
の
程
度
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

私
の
両
親
が
払

っ
て
い
る
所
得
税
な
ど
が
、
こ
の

よ
う
な
生
活
に
困

っ
て
い
る
人
達
を
支
え
て
い
る

と
考
え
れ
ば
、
家
族
を
誇
ら
し
く
思

っ
た
。
そ
し

て
、
私
も
多
く
の
人
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
将
来
、

税
金
を
た
く
さ
ん
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

な
と
思

っ
た
。
税
金
は
、
た
だ
払

っ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
人
々
を
助
け
合

っ
て
い
る
架
け
橋
の

よ
う
だ

っ
た
。

私
は
税
金
に
興
味
を
持
ち
、
税
金
の
役
割
に
つ
い

て
調
べ
て
み
た
。
税
金
は
消
費
税
し
か
知
ら
な
か
っ

た
が
、
法
人
税
や
た
ば
こ
税
な
ど
の
様
々
な
種
類
が

あ
っ
た
。
私
は
、
そ
れ
は
本
当
に
必
要
な
の
か
と
疑

間
に
思
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
税
金
は
、
警
察

署
や
消
防
署
な
ど
の
施
設
、
道
路
や
橋
、
上
下
水
道

☆

国
税
庁
E=

=て
官
卍齢
J乳

令和5年度 応募状況
し

し

中
は
空

っ
ぼ
だ
が
、
税
の
知
識
と
将
来
の
夢
を
詰

め
こ
ん
で
人
人
に
な
ろ
う
。
去
年
も
ヨ
ロ
ナ
と
い

う
病
気
が
大
流
行
し
た
。
台
風
で
大
き
な
被
害
も

発
生
し
た
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
中
の

出
来
事
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
助
け
が
必
要
な

国
民
が
い
る
こ
と
を
認
知
し
て
、
将
来
は
誰
か
の

笑
顔
を
支
え
て
い
る
税
金
を
し
っ
か
り
納
め
た
い
。

私
は
納
税
で
特
大
の
元
気
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
分
け

て
あ
げ
ら
れ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
の
だ
。

佐

藤

可

」L
タハ

の
整
備
、
学
校
で
使
う
教
科
書
や
机
な
ど
、
私
た
ち

が
生
活
す
る
様
々
な
と
こ
ろ
に
税
金
は
使
わ
れ
て
い

た
。
税
金
が
な
け
れ
ば
、
水
は
安
全
に
飲
め
な
い
し

学
校
に
も
行
け
な
い
。
更
に
は
、
街
は
犯
罪
だ
ら
け

に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
税
金
は
、
こ
の

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
日
々
を
形
作
っ
て
い
る
大

切
な
お
金
な
の
だ
。

さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
、
少
子
高
齢
化
が
増
税
に

つ
な
が
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
年

金
や
介
護
な
ど
の
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
お
金
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

若
い
人
の
数
は
減
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
二
千
五
十
年

で
は
、
高
齢
者

一
人
を
支
え
る
若
い
人
は
、　
一
。
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
「増
税

す
る
意
味
な
い
」
な
ど
と
否
定
的
に
捉
え
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
増
税
対
策
と
し
て
、
国
の
無
駄
な
支
出

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
し
か
し
、
ま
ず
は
私
達
国
民
が
、
税
金
に
つ
い

て
深
く
知
っ
た
上
で
政
治
を
支
え
る
こ
と
が
、
国
を

動
か
す
第

一
歩
に
繋
が
る
と
私
は
思
う
。

税
金
は
助
け
合
い
の
連
鎖
だ
。
納
税
を
通
し
て
社

会
を
支
え
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
、
私
は
学
校
に
通

え
、
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
あ
と
数
年
後

に
は
私
も
本
格
的
に
納
税
す
る
立
場
に
な
る
が
、
た

だ
税
金
を
納
め
る
の
で
は
な
く
、
日
に
見
え
な
い
誰

か
を
想

っ
て
納
め
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
連

鎖
が
ず

っ
と
繋
が
る
こ
と
を
望
む
。
誰
も
が
安
全
に

暮
ら
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
。

14 938
28 1,528
29 2,329

9 293

7 263
9 150

96 5.501

納
貯
組
合
ニ
ュ
ー
ス

北
那
覇
青
色
申
告
納
税
貯
蓄
組
合

∩
圏
日
同
）
税
に
つ
い
て
の
作
文

・は

組合1名 学校数| 作 品 数
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開南星電気工事社
電気工事 ・設計 ・見積・施工・住宅設備機器販売

事務所 〒902-0062 那覇市松川2丁目7-14(指帰橋際)電 話 (098)832-5287
フアックス(098)855-5209

代表取締役 新 本 乗 義

取締役部長 新 本 乗 弘

`ヽ し

お一人でも集団取扱の割安な保険料が適用されます
現在、個別取扱にてアフラックのがん保険・医療保険・定期保険にご契約の方は

簡単な手続きで、保険料が割安な集団取扱へ変更できます。

募集代理店 (有)ラ イ フ バ ラ ン ス

〒90卜2126浦添市宮城5+5‐ 102 TEL 879・ 6606携帯090-1946‐7679

Afttc

i

‐魂掏皐:4嚢嚢婁:饂r‐讐警

琉球銀行
内間支店宮 城 店

バイプライン沿い

`ヽ

.      暖かみ 厳しさ 奔桂

輛重焚尚学院
理事長・学院長名城jF支 次郎 副学院長夫城美穂子

創立73年
尚学院国際 ビジネスアカデミー
宇 iヨ ゴ 校 尚 学 院   尚学院公務員法律大学校

S■BA は鶯鰺憑覺
中央大学 法学部通信教育過程 研修

高等専修学校

那覇 尚学院中学・高校受験
尚学院小・中学校JPS

HP https:〃 www.shogaku.net
・TEL.098-867-3515(代

)

ム認定校

甕翔 学校法人 尚学学園 釉鬱

沖 縄 尚 学 高 等 学 校

隧

知厳 暖
性 し か

さ み

国際バカロ

中学校
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気
負
わ
ず

縄尚沖

・一・一̈

怖

沢
ず

侮

ら
ず


